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三次市地域クラブガイドライン（案） 

 

１ 趣旨 

本ガイドラインは、令和７年３月に策定した「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」

に基づき、子どもが、意欲的にスポーツ・文化芸術活動等に取り組むことができる環境づく

りのために推進する「三次市地域クラブ」について、必要な事項を定めるものです。 

  

２ 三次市地域クラブの概要 

⑴ 基本方針 

 エンジョイ志向から競技志向まで子どもの幅広いニーズに対応できる環境づくりに向け

て、次の３つの柱を基本方針として取り組みます。 

  〇子どもの「やりたい」、「やってみたい」にチャレンジできる環境づくり 

  〇子どもから大人まで、多様な世代が活動に親しむことができる環境づくり 

  〇誰もが気軽に参加できるような居場所のひとつとなるような環境づくり 

 

 ⑵ 対象とする活動 

  現在の部活動で実施されている種目に限定せず、スポーツや文化芸術活動に加え、地域の

歴史や文化の継承や地域活動も含めた活動とします。 

  三次市地域クラブは登録制で、子どもが自ら選んで活動できるよう地域の様々な団体と連

携し充実を図っていきます。 

 

３ 登録団体制度の概要 

 ⑴ 登録団体とは 

  子どもが多様な選択肢から興味・関心がある活動を選ぶことができるよう、本ガイドライ

ンや「三次市地域クラブへの団体登録に関する要項」の規定に基づき登録された団体です。 

 

 ⑵ 認定要件 

  登録団体の要件は、次の（ア）から（ク）のとおりとします。 

  登録要件のすべてを満たす団体を登録します。 

（ア）「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」及び「三次市地域クラブガイドライン」を

遵守すること。 

（イ）活動拠点が原則として三次市内にあること。 

（ウ）適切な活動時間や休養日が設定されていること。 

（エ）代表者や指導者が、市が指定する研修を受講していること。 

（オ）子どもに対して、自身のけが等を補償する保険や賠償責任保険に加入させていること。 

（カ）組織の目的、会費、役員等を定めた規約（会則）が整備されていること。 

（キ）適切な心身の安全確保の体制が確保されていること。 

（ク）全ての運営者及び指導者が、以下のいずれにも該当しないことを誓約すること。 

 ・・禁刑以以 の以に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな

るまでの者。 
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 ・・力団団 いは力団団員を始めとする反社会的勢団等である者、又は、これらの者と社会

的に非難されるべき関係等を有している者。 

 ・・去 に、力団・力言・ハラスメント等の行為や性犯罪歴等があるなど、指導者として不

適切な者。 

 

⑶ 登録申請 

登録を希望する団体・（以下「申請団体」という。）は、次の書類を三次市教育委員会・（以下

「市教育委員会」という。）に提出してください。 

（ア）三次市地域クラブ登録申請書（様式第１号） 

（イ）三次市地域クラブ団体登録シート（様式第２号） 

（ウ）三次市地域クラブ登録要件確認書（様式第３号） 

（エ）誓約書（様式第４号） 

（オ）団体規約（任意様式） 

なお、市教育委員会は、申請内容の審査を行うため、必要に応じて申請団体へのヒアリ

ングを行い、必要に応じて書類の提出を求める場合があります。 

 

⑷ 登録の通知 

  市教育委員会の審査後、申請団体に対して登録の通知を行います。 

 

⑸ 登録の有効期間 

登録団体の登録の有効期間は、登録の効団の発生日の属する年度の翌年度末までとします。 

 

⑹ 登録内容の変更 

申請団体は、次の・（ア）から（エ）のいずれかにに該当する場合は、市教育委員会へ変更

届を提出してください。 

（ア）登録団体の休止または廃止 

（イ）登録団体名の変更 

（ウ）代表者の変更 

（エ）活動内容や参加費など周知内容の変更 

 

⑺ 登録の取消 

市教育委員会は、登録団体が次の・（ア）～（エ）のいずれかに該当する場合は、認定を取

り消します。 

（ア）虚偽の申請により認定を受けたことが判明したとき。 

（イ）登録要件を満たさないことが確認されたとき。 

（ウ 登録団体から認定取消の申出があったとき。 

（エ）その他、市教育委員会が登録団体として不適当と認めたとき。 

 ⑻ 個人情報の取り扱い 

登録団体に係る個人情報は、認定に関する事務に使用するほか、必要に応じて関係する三

次市立小中学校等の関係団体に提供することがあります。 
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４ 登録団体の運営について 

 ⑴ 活動方針 

「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」及び「三次市地域クラブガイドライン」に沿

った、子どもが「やりたい」「やってみたい」と意欲的にスポーツ・文化芸術活動等に親しむ

ことができる活動であること。 

 

⑵ 参加対象者及び参加対象地域 

（ア）三次市内に居住、または、三次市内の学校に通学している子どもを対象とします。 

（イ）各登録団体の参加対象地域は、市内全域とします。原則、「各中学校区」のような地域

を限定することはできません。 

 

⑶ 活動時間及び休養日 

（ア）１日当たりの活動時間は、平日２時間程度、休日は４時間程度以内とします。ただし、

各登録団体の活動の実情を踏まえ、市教育委員会との協議のうえ、子どもに無理のない

範囲内で柔軟に対応できるものとします。 

（イ）週あたりの活動時間における 限は、１６時間未満としてください。 

（ウ）休日の大会参加等では、活動時間が４時間を超える場合も想定されますが、子どもの

心身の負担を考慮し、去度に終日禁束の長時間にならないよう配慮をしてください。 

（エ）長時間の活動を行うことは、怪我などのリスクが高まることを正しく理解し、参加者

がバランスの取れた生活を送ることのできるよう、活動日数及び活動時間を設定してく

ださい。 

（オ）熱中症対策や疲労防止のためこまめな水分補給と十分な休憩時間を設定してください。 

（カ）週に２日以 の休養日を設定してください。 

 

 ⑷ 指導者 

 （ア）指導者は市が指定する研修を受講してください。 

 （イ）持続的、安定的な活動の確保のために、複数の指導者が携わることが望ましい。 

 ・（ウ）指導者に対して、公認スポーツ資格等の公的資格の有無は問いませんが、指導する活

動において、公的資格がある場合には、資格取得に努めてください。 

 ・（エ）「こども性力団防止法」の趣旨に基づき、すべての指導者について、去 に子どもに対

する性力団や法令、規則等に基づく懲戒処分等の歴がないことを確認し、運営者及び指

導者全員からその旨の誓約書の提出をしてください。 

  

⑸ 安全確保 

 ・（ア）力団や力言、ハラスメント、いじめ、無視等の行為は許されない行為であることを理

解し、自らこうした行為を行わないこと。参加者同士も同様です。 

 ・（イ）緊急時における保護者や関係機関への連絡体制の整備など、参加者の安全確保のため

の体制を整えてください。 

 ・（ウ）登録団体は、参加する子どもに対して自身のけが等を補償する保険や個人賠償責任保

険への加入を義務付けてください。なお、加入する保険の補償内容は、公益財団法人ス
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ポーツ安全保険協会の「スポーツ安全保険」と同等以 にしてください。 

    併せて、指導者等の関係者についても保険加入するよう努めてください。 

   

 ⑹ 活動場所への移動 

  活動場所への移動は子ども自身もしくは保護者の送迎により行ってください。 

 

 ⑺ 費用負担 

  活動に係る参加費等の費用については、自己負担とします。 

 

 ⑻ その他の運営について 

  各種大会への参加や参加費の徴収、会計事務、施設予約などの団体運営については、各登

録団体によって行ってください。 
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三次市地域クラブへの団体登録に関する要項（案） 

 

（趣旨） 

第１条 子どもが将来にわたり希望するスポーツ・文化芸術活動等に親しみ、楽しむことが

できる環境づくりを行うことを目的とする三次市地域クラブの趣旨に賛同し、運営される

団体の登録に関し、必要な事項を定める。 

   

（登録要件） 

第２条 登録の対象となる運営団体は、次に掲げる全ての要件を満たす団体とする。ただし、

市長が必要と認める場合にはこの限りではない。 

⑴ 「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」及び「三次市地域クラブガイドライン」

を遵守すること。 

⑵ 活動拠点が原則として三次市内にあること。 

⑶ 適切な活動時間や休養日が設定されていること。 

⑷ 代表者や指導者が、市が指定する研修を受講していること。 

⑸ 子どもに対して、自身のけが等を補償する保険や賠償責任保険に加入させていること。 

⑹ 組織の目的、会費、役員等を定めた規約（会則）が整備されていること。 

⑺ 適切な心身の安全確保の体制が確保されていること。 

⑻ 全ての運営者及び指導者が、以下のいずれにも該当しないことを誓約すること。 

（ア）拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがな

くなるまでの者 

（イ）暴力団或いは暴力団員を始めとする反社会的勢力等である者、又は、これらの者と

社会的に非難されるべき関係等を有している者。 

（ウ）過去に、暴力・暴言・ハラスメント等の行為や性犯罪歴等があるなど、指導者とし

て不適切な者 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、認定の対象としない

ものとする。 

 ⑴ 宗教活動や政治活動を目的とした団体 

 ⑵ 特定の公職者（候補者を含む。）又は政党その他政治団体を推薦し、支持し、又は反

対することを目的とした団体 

 ⑶ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）に規定す

る暴力団又は暴力団員と密接な関係にある団体 

 

（登録申請） 

第３条 登録を希望する団体（以下「申請団体」という。）は、次の書類を三次市教育委員

会（以下「市教育員会」という。）に提出するものとする。 

⑴ 三次市地域クラブ登録申請書（様式第１号） 

⑵ 三次市地域クラブ団体登録シート（様式第２号） 

⑶ 三次市地域クラブ登録要件確認書（様式第３号） 

⑷ 誓約書（様式第４号） 

⑸ 団体規約（任意様式） 
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（登録の審査） 

第４条 市教育委員会は、前条の申請書の提出があったときは、その内容を審査のうえ、適

当と認められるときは、登録団体の登録に可否について決定し、申請団体に対し、三次市

地域クラブ登録通知書（様式第５号）により、通知するものとする。 

２ 市教育委員会は、申請内容の審査を行うため、必要に応じて申請団体へのヒアリングを

行い、前項に規定する提出資料のほか、必要な書類の提出を求めることができる。 

 

（登録の有効期間） 

第５条 登録団体の登録の有効期間は、登録の効力の発生日の属する年度の翌年度末までと

する。 

 

（登録内容の変更） 

第６条 申請団体は、次の各号に該当する場合は、速やかに、三次市地域クラブ登録変更届

（様式第６号）を市教育委員会に届け出るものとする。 

⑴ 登録団体の休止または廃止 

⑵ 登録団体名の変更 

⑶ 代表者の変更 

⑷ 活動内容や参加費など周知内容の変更 

 

（登録の取消し） 

第７条 市教育委員会は、登録団体が次の各号のいずれかに該当するときは、当該認定を取

り消すことができる。 

⑴ 虚偽の申請により登録を受けたことが判明したとき。 

⑵ 登録要件を満たさないことが確認されたとき。 

⑶ その他、市教育委員会が登録団体として不適当と認めたとき。 

２ 市教育委員会は、登録を取り消す場合には、三次市地域クラブ登録取消通知書（様式第

７号）により、当該登録団体へ通知するものとする。 

 

（個人情報の取り扱い） 

第８条 三次市地域クラブ登録申請書（様式第１号）により取得した個人情報は、認定に関

する事務に使用するほか、必要に応じて関係する三次市立小中学校に提供することがある。 

 

（その他） 

第９条 この要項に定めるもののほか、必要な事項は、市教育委員会が別に定める。 

 

 附則 

（施行期日） 

 この要項は、令和  年  月  日から施行する。 

  

 

 

  

 



 
 

3 

様式第１号 

 

年  月  日 

  

三次市教育委員会教育長 様 

 

団体名    

代表者名   

 

三次市地域クラブ登録申請書 

 

三次市地域クラブに登録申請するにあたり、次の事項を誓約のうえ、三次市地域クラブ

団体登録に関する募集要項第３条１項の規定により申請します。 

 

（誓約事項） 

１ 三次市地域クラブガイドラインを遵守し、本申請書及び添付資料に記載した内容に沿

って活動を行います。 

２ 申請内容のうち、登録に係る事項に変更があった場合には、速やかに届け出ます。 

 

（添付書類） 

⑴ 三次市地域クラブ団体登録シート（様式第２号） 

⑵ 三次市地域クラブ登録要件確認書（様式第３号） 

⑶ 誓約書（様式第４号） 

⑷ 団体規約（任意様式） 
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様式第２号 

 

 

 

男性      女性     どちらとも 

 

年   月   日 

 代表者電話番号 

  

〒    － 

 

 有（                               ） 

 無 

上記（電話番号 ・ メールアドレス）に同じ 

 電話番号 ＊代表者と同じ場合は省略可 

  

全体（    ）人 うち中学生（    ）人   ＊登録時点 

資格あり（    ）人：資格名（                  ）

資格なし ＊役員・スタッフなど （     ）人 

入会金（ 有・無       ）円  年会費（ 有・無      ）円 

月会費（ 有・無       ）円  その他（          ）円 

 競技志向   エンジョイ志向   体力つくり 

 その他（                             ） 

 月曜（  ：  ～  ：  ）  火曜（  ：  ～  ：  ） 

水曜（  ：  ～  ：  ）  木曜（  ：  ～  ：  ） 

金曜（  ：  ～  ：  ）  土曜（  ：  ～  ：  ） 

日曜（  ：  ～  ：  ）  祝日（  ：  ～  ：  ）  

 不定期 ・ その他（                       ） 

 

HP・Instagram・Facebook・その他（                  ） 

   

上記のとおり、申請します。             申請者             

  

＊団体登録情報については、広く市民に周知するため、非公開と記載の部分を除き、すべ

て公開します。ご了承ください。 
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様式第３号 

 

 次の認定要件に当てはまることを確認してください。 

 ※□に✔してください。 

 

１ 団体の運営に関すること 

 □ 原則として市内の児童・生徒が参加できるクラブであること。 

 □ 活動拠点は、原則として三次市内であること。 

 □ 「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」及び「三次市地域クラブガイドライン」を遵守

していること。 

 □ 三次市が推奨する指導者研修を受講し、三次市に認定を受けた地域指導者が、役員または指

導者として登録団体の活動に携わること。 

 

２ 団体の活動方針や指導方針に関わること 

 □ 児童・生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動等に親しむ機会を確保し、生涯にわたってス

ポーツや文化芸術活動等を楽しみ、豊かに関わるために必要な資質・能力等を育てることを

目的とした活動であること。 

 □ 暴力や暴言、ハラスメント、いじめ、無視等の行為は許されない行為であることを理解し、

自らこうした行為を行わないとともに、参加者同士のこのような行為も許さないことを誓約

すること。 

 □ 長時間の活動を行うことは、怪我などのリスクが高まることを正しく理解し、参加者がバラ

ンスの取れた生活を送ることのできるよう、三次市地域クラブガイドラインに準じた活動日

数及び活動時間を設定すること。 

 □ 参加者の体力、健康状態、気温等の環境を考慮し、指導内容や練習時間、水分補給や休憩時

間等を設定すること。 

 □ 緊急時における保護者や関係機関への連絡体制の整備など、参加者の安全確保に万全を期す

こと。 

 

上記の内容をすべて確認し、三次市地域クラブ登録団体として活動することを了解しました。 

 

 
  年  月  日 

 

団体名                 

 

代表者名                
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様式第４号 

 

誓 約 書 

 

私は、  

暴力・暴言・ハラスメント、虐待、いじめ、無視等の行為は、許されない

行為であることを理解し、自らこうした行為を行わないとともに、参加者同

士のこうした行為も許しません。  

 

また、以下のいずれにも該当せず、将来においても該当することはありま

せん。  

・拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受ける

ことがなくなるまでの者  

・暴力団或いは暴力団員を始めとする反社会的勢力等である者、又は、これ

らの者と社会的に非難されるべき関係等を有している者  

・過去に、暴力・暴言・ハラスメント等の行為や性犯罪歴等があるなど指導

者として不適切な者  

 

年  月  日             

住 所  

                氏 名         
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様式第５号 

 

年  月  日 

  

 様 

 

三次市教育委員会教育長  

 

三次市地域クラブ登録通知書 

 

年  月  日付けで申請のあった三次市地域クラブ登録申請について、次のとおり

登録されましたので通知します。 

 

 

 

１．登録団体名： 

 

２．登録期間 ：  年  月  日～  年  月  日 

 

３．留意事項 

 （※必要に応じて記載） 

 

 

 

  



 
 

8 

様式第６号 

 

年  月  日 

 

三次市教育委員会教育長 様 

 

     団体名               

代表者氏名             

 

三次市地域クラブ登録変更届 

 

年  月  日付けで三次市地域クラブ登録の通知を受けた（登録団体の名称）につ

いて、次のとおり、変更について届け出ます。 

 

 

 

１ 登録団体名：    

 

２．変更内容 ： 
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様式第７号 

 

年  月  日 

 

 様 

 

三次市教育委員会教育長    

 

三次市地域クラブ登録取消通知書 

  

年  月  日付けで三次市地域クラブとして登録した（登録団体の名称）につい

て、次のとおり、登録を取り消すこととしましたので通知します。 

 

 

１．登録団体名： 

 

２．登録取消理由： 

  

 



（案） 

1 

部活動の地域展開についてのＱ＆Ａ 

 

※本Ｑ＆Ａは、今後の状況により、変更する場合があります。 

 

Ｑ１：なぜ、部活動を地域展開する必要があるのですか？ 

Ａ１：少子化等により、市内中学校において学校部活動の選択肢が少なくなってきており、

学校だけでは、生徒のやりたい活動が選べなくなりつつあります。このため、本市で

は、令和９年４月から休日の部活動を終了し、子どものやりたい活動ができる環境整

備として、「三次市地域クラブ」の体制づくりを進めています。 

 

Ｑ２：三次市地域クラブでは、何ができるのですか？ 

Ａ２：次の３つの取組を柱として、取り組んでいきます。 

   ①三次市地域クラブ登録団体による活動 

   ②関係団体や市の主催による体験会への参加 

   ③放課後等を活用したつながる場への参加 

   それぞれ活動を子どもが選んで参加することとしています。 

 

Ｑ３：三次市地域クラブは、だれが実施するのですか？ 

Ａ３：：当面の間、三次市地域クラブの事務局は、市教育委員会で担うこととしています。事

務局内に「三次市地域クラブサポートセンター」を設置し、地域のスポーツや文化芸

術団体の登録を進めています。登録された団体の運営については、それぞれの団体で

行われます。 

 

Ｑ４：三次市地域クラブへは、だれが登録するのですか？ 

Ａ４：三次市地域クラブは、子どもたちが「自分で決める」ということを大切にして取り

組みます。子どもたちの選択肢を増やすため、スポーツ団体や文化芸術団体、伝統

芸能団体、住民自治組織、企業などの地域の様々な団体と連携しながら充実を図っ

ていきます。 

 

Ｑ５：部活動に入っていても、三次市地域クラブに参加することはできますか？ 

Ａ５：部活動と三次市地域クラブの両方に参加することも、いずれか一方に参加することも

でき、選択の方法は自由です。 
 

Ｑ６：三次市地域クラブでこれまでどおり大会に参加することはできますか？ 

Ａ６：：中学校体育連盟主催大会では、一定の参加条件を満たした地域スポーツ団体の出場が

可能となっており、地域クラブでも中学校体育連盟の大会に出場することはできます。

（※「所属され団体が参加条件を満たしているか」や「参加する意思があるか」につ

いては、それぞれの団体に確認してください。）その他の大会等については、各大会

等の主催者によって定められていますので、確認が必要です。 

 

別紙４ 
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Ｑ７：三次市地域クラブへの参加は会費が必要ですか？ 

Ａ７：三次市地域クラブへの各登録団体が、継続して活動していくためには、一定の経費が

必要であり、月会費や年会費、実費などが一定の負担が必要となります。金額につい

ては、各団体が設定することとなります。 
 

Ｑ８：三次市地域クラブでの活動中に事故があった場合、誰が対応するのですか？ 

Ａ８：活動は、それぞれの団体で行われるため、事故等が発生した場合には、基本的には各

登録団体が責任を負うこととなります。 

そのため、万が一の事故やけが等に備えて、参加する子どもやスタッフに、原則とし

て保険に加入していただく必要があります。 

    

Ｑ９：保険は、三次市地域クラブで加入するのですか？ 

Ａ９：加入する保険は、スポーツ安全協会の保険とし、三次市地域クラブ事務局で参加者を

取りまとめ保険への一括加入を行うこととしています。 
 

Ｑ10：三次市地域クラブへの移動手段はどのようになるのですか？ 

Ａ10：活動場所へは、原則、各自での移動となります。 

 

Ｑ11：休日のみで、平日の部活動は続くのですか？ 

Ａ11：令和９年４月からは休日の部活動は終了しますが、平日の部活動は継続します。 

   将来的には、学校部活動は全て終了し、平日も含めた三次市地域クラブを展開してい

きます。 

 

Ｑ12：平日も含めた三次市地域クラブはいつからですか？ 

Ａ12：：令和１１年度から令和１３年度の期間を目途に、学校部活動を終了し、平日も含めた

三次市地域クラブを展開することとしています。 

   平日も含めた地域展開を開始するまでの期間を移行期間とすることとしています。 

 

Ｑ13：移行期間の取扱はどうなるのですか？ 

Ａ13：移行期間においては、三次市地域クラブと部活動が共存する期間です。 

   移行期間では、 

   ①部活動のみに所属 

   ②三次市地域クラブのみに所属 

   ③どちらにも所属 

   のように、自分のペースでスタイルを選ぶことができる期間とします。 

 

Ｑ14：部活動として大会等に参加することはできますか？ 

Ａ14：：休日の部活動は三次市地域クラブで活動することとなるため、原則、部活動として大

会等へ参加することはできません。 

しかしながら、移行期間については、極力影響が少なくなるよう、大会や地域行事等

への出場については学校の判断とします。 
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Ｑ15：休日に部活動の練習はできないのですか？ 

Ａ15：休日の部活動の練習は、原則、できません。しかしながら、移行期間の措置として、

学校部活動で大会等に出場する場合等の休日の練習については、学校の判断とします。 
 

Ｑ16：夏季休業中など、長期休業中の部活動はどうなるのですか？ 

Ａ16：：夏季休業中などの長期休業中の活動は、課業日と同様に平日は部活動が可能で、土日

は原則できません。ただし、土日の大会等への参加や大会前の練習の場合はＱ１４、

Ｑ１５と同様の取り扱いとします。 
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三次市地域ク ラ ブ のヒ ア リ ン グ 状況 

 

１  三 次市 地域 ク ラ ブ 登録に 係る ヒ ア リ ン グ 状 況 （ 令 和 ８ 年９ 月 １ ８ 日 現在 ）           

（ １ ） 登 録の 意向 があ る 団体 ： １ ９ 種目 １ ８ 団体  

 

 

 

 

ス

ポ

｜

ツ  

陸上 競 技 セ イ カ ス ポ ー ツ セ ン タ ー ・ 陸上教 室  

軟式 野 球 GANBO 軟 式野球ク ラ ブ チ ー ム  

剣道  粟屋 ス ポ ー ツ 少年団 剣 道 部、 吉舎 剣友会 、  

三良坂剣 道教室、 八 次 剣 道ス ポ ー ツ 少 年 団、 北 辰 会  

サッ カ ー  セ イ カ ス ポ ー ツ セ ン タ ー ・ ユ ー ス サ ッ カ ー ス ク ー ル  

卓球  ス リ ー ネ ク ス ト 卓 球 ス ポ ー ツ 少 年 団 、 み わ ス ポ ー ツ ク ラ

ブ  

レ ス リ ン グ  三次 ジ ュ ニ ア レ ス リ ン グ ク ラ ブ  

柔道  八次 柔道場ス ポ ー ツ 少 年 団 

太道  日本 太道連盟 奥旨塾  

ゴ ル フ  三次 市ゴ ルフ 部会（ 新 規 ）  

ゲ ー ト ボ ー ル  ゲ ー ト ボ ー ル 部会  

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ  グ ラ ウ ン ド ゴ ルフ 部 会  

バス ケ ッ ト ボ ー ル  みわ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

バレ ー ボ ー ル  みわ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

文

化

芸

術 

吹奏 楽  き り り 中学生 吹奏楽 ク ラ ブ  

パソ コ ン  PD ク リ エ イ タ ー ク ラ ブ  

科学 技 術 三次 科学技術 教育協 会  

茶道  みわ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

パン 教 室 みわ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

琴 みわ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

 

（ ２ ） 登 録検 討中 の 団 体 ： １ １ 種目１ ０ 団体  

ス ポ ー ツ  

十 日 市野 球ク ラ ブ 、 ペ リ グ リ ン ズ（ バス ケ ッ ト ボ ー ル）、 ビ ー チ ボ ー ル

バ レ ー ク ラ ブ 、 八 次ス ポ ー ツ 少 年 団 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル

ク ラ ブ （ 新 規）、 中高 地域 ク ラ ブ （ 新 規）、 八 次テ ニ ス ス ポ ー ツ 少年 団  

文 化芸 術 横 谷 神楽 団、 三次 太 鼓 、 中高地域 ク ラ ブ （ 新 規）、 茶道  
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２  三 次市 地域 ク ラ ブ 活 動ガ イ ド ラ イ ン に 対す る 主な 意 見                

（ １ ） 認 定要 件に つ い て   

（ ア ） 適切 な 活 動時 間 や 休養 日が設定 さ れて い る こ と 。  

・ 練習 で あ れ ば大 丈夫 と 思 う が 、 大 会 参加 や 合宿、 練習試合 （ 招待 試合 含む ） な ど  

の場 合は 、 ４ 時 間以 上 の 活動 に な る の で 、 配 慮が 必要で あ る 。  

 

（ イ ） 代表 者や 指導 者 が 、 市 が指定す る 研修 を 受講 し て い る こ と 。  

   ・ 研修 の必 要性 は感 じ て い る ので 、 受 講す る 。  

   ・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ に お い て 、指 導者資 格 取得のた め の研 修を 受講 し て い る 場 合に は、  

市の 研修 は免 除 し て も よ い の で は な い か 。 パ ワ ハ ラ や安全 管 理の 内 容 も 含ま れ て  

お り 、 更 新も あ る の で 継 続し て 受 講す る 状況 で あ り 、 十分 で あ る と 思 う 。  

・ 指導 者 の研 修は 、 柔 道連盟で 年 １ 回 、 ス ポ ー ツ 少 年団で ４ 年 １ 回 受講 し 、 そ の 中  

で ハ ラ ス メ ン ト 防止 等 の講義 を 受け て い る が 、 三 次市地 域ク ラ ブ の 研 修も 受講  

す る 。  

 

（ ウ ） 子ど も や 指導 者 な ど 活 動に 関わ る 全て の 参加 者に 対し て 、 自 身の け が等 を 補 償す  

る 保 険や 賠償 責 任保 険 に 加入 さ せ て い る こ と 。  

・ 陸上 教室 で は保 険加 入は し て お ら ず 、 個 人 の責任 に し て い る 。 保 険料 の支援や 事  

 務手 続き を し て も ら え る ので あ れ ば あ り が た い し 、子ど も に と っ て も 良 い と 思う 。 

 各団 体へ 加 入を 義務 付け ら れ る と 手 続き な ど 負担 が大き い 。  

・ 保険 料の 支 援に つ い て 助 かる が、 中 学生 の みが対 象と な る と 対応 が難 し い 。 そ の  

場合 は、 練習 に つ い て は 自己 責任 に な る かも し れ な い 。  

・ 八次 柔道 場 ス ポ ー ツ 少年 団に は、 小 学生 や 市外の 中学生が 参 加す る の で 、 保険 の  

 対象 が市 内 の中 学生 だ け と な る と 、 小学 生 や市外 の中学生 の 保護 者が ど う 思わ れ  

 る と い う こ と を 心配 す る 。  

・ 市内 外の 小 学生 から 高校 生が 参加 し て い る ので 、 保険の支 援 が市 内の 中学生だ け  

に な る と 、 他 の 子ど も の 保護 者か ら 不 満 がで る こ と を 心配 す る 。  

   ・ 文化 芸術 団体 への 保険 加入 が義 務付 け ら れる こ と に つ い て は 、 保 険の 必要 性を 感  

じ な い の で 、「 推 奨 」 に し て い た だ き た い 。 た だ し 、 機材の 損壊の 保 証が 含ま れる  

ので あ れ ば、 保 護者 の 理 解が 得ら れる か も し れな い 。  

・ 資格 の有 無 に 関 わら ず 、 市と し て 子 ど も へ の接し 方や安全 管 理の 研修 は行っ た 方  

が良 い 。 陸上 教室 で も 指導 者資格取 得のた め の研 修を 受講し て い る 人が 指導 し て  

い る 。 研 修内 容 に も よ る が、 例え ば丸 １ 日の 研修 に な る と 大 変な の で 、 受講内 容  

に つ い て は検 討 が必 要 で あ る と 思 う 。  

 ・ 激し い 運 動 で は な い ので 、 保 険に は 加入 し て い な い 。 怪我 を し な い た め の ルー ル  

  があ る 。 小 学生 や 中 学生 の保 険料 の 支援 や加 入事務を し て も ら え る ので あ れば、  

あ り がた い 。  
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（ ２ ） 認 定地 域ク ラ ブ に 対 す る 支援 に つ い て  

（ ア ） 子ど も や 保 護者 等へ の周 知  

・ 周知 と 保 険 料の 支援 があ れば 十分 で はな い か。 周 知し て も ら え る だ け で あ り が た  

い 。  

・ 周知 がメ リ ッ ト と い う 話 だ が 、 そ れ だ け で は協力 は得ら れ に く い ので はな い か 。  

 

（ イ ） 補助 金に つ い て  

・ 補助 金が あ れば 、 あ り が た い 。  

   ・ 備品 購入 費や 外部 講師 の謝 金等 に 充 て る 補助金が あ れ ばよ い 。  

   ・ 現在 の指 導者 はボ ラ ン テ ィ ア で あ る が、 将来的に は報 償費 を 支給 し た い の で 、 そ  

の支 援が あ れ ば あ り が た い 。  

 

（ ウ ） 学校 体育 施 設に 利用 に 係 る 使 用料 （ 実 費を 含 む ） の減 免及 び 備 品 の貸出  

   ・ 三 次市 市 民ホ ー ル き り り で 、 コ ン ク ー ルを 開催 し た い が 、 認定地 域ク ラ ブ と し て 、  

使用 料の 減免 が あ れ ば あ り が た い 。  

   ・ 希 望が あ れ ば、 小 学 生 の 練習 参 加 も 考え る 。 吹 奏 楽 部 員 以外 で も 学 校 備品 の活 用

が可 能か ？  

・ 使用 料や 実 費の 減免 に つ い て は、 減 免す る ので あ れば、 収 入 減に つ い て 補助が 必  

 要で あ る 。 みよ し 運 動公 園で は、 子 ど も が 使用す る 場合は ３ 時間 ま で 使用料は 減  

免（ 実費 は別 ） し て い る が、 全て が無 料 と 認 識さ れる な ど も デ メ リ ッ ト も あ る 。  

減免 の継 続は 難 し い 面 も あ る 。  

・ 施設 の確 保 が難 し く な っ て い る 。 空 調設 備 を 使用 す る と 利 用 料が 高く な る た め 使  

用し て い な い 。 利用 で き る 施 設の 確保 や 使用 料の 減免があ る と あ り が た い 。  

 

（ エ ） そ の 他の 支 援  

・ 参加 費が 保 護者 から す る と 一 番ネ ッ ク に な る ので はな い か 。 受益 者負 担の軽減 に  

つ な がる よ う な 支援 策 が あ れ ば良 い の で はな い か 。  

・ 企業 と 連 携 し て 指導 者の 派遣 がで き る よ う な 仕組 みがあ れ ば 良い 。 例 え ば、 夕 方  

 から は有 給 を 取 ら な く て も 、 地域 ク ラ ブ で の指導 が行え る よ う に な れ ば、 協力 し  

て も ら え る 可 能 性は あ る ので はな い か 。  

・ 中体 連の 大 会に 参加 す る た め に 、 三 次市 地 域ク ラ ブ 登録を 考え て い る 。  

・ 保護 者負 担 の軽 減を 図り た い と い う 気持 ち があ る ので 、 大 会 参加 に 係 る 子ど も の  

 輸送 費や 宿 泊費 等へ の支 援が あ る と 助か る 。  

   ・ 再配 置に よ っ て 、 学校 に あ ら た な 部 活動 がで き る こ と で 、 三次 市地 域ク ラ ブ に 登  

録し て い る 団 体 が存 続 で き な い 状況 に な ら な い よ う し て も ら い た い 。  

   ・ 三次 市地 域ク ラ ブ に 登 録 す る 団 体に は、 団体の活 動拠点に 近い 学校 の生 徒が 参加  

で き る よ う に 支 援し て も ら い た い 。  
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   ・ 市に お い て は 、 技 術向 上の た め の教 室や 有名人を 招聘 し て の イ ベ ン ト を 企 画・ 実  

施し て も ら い た い 。  

 

 

 

 


